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が取り組んで行かれるようにお願いを申し上げ

まして、市長の答弁をいただいて終わりたいと

思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長  まさに奇跡は人の心の中にし

か生まれないし、それを育てるのは人なわけで

しょうから、我々がやはり熱く燃えて、参加し

て、乗っていってということにみんなと一緒に

取り組んでいかなければいけないと。テレビド

ラマ化は非常に大きいんです、確かに。映画の

ヒットなんていうものではなくて、テレビの

20％というのは2,500万という話ですから、こ

れはやはり大きいんですが、おっしゃるように

映画のように１カ月ぐらいタスパスパークホテ

ルに泊まっていただくなんてことが、これはや

はり制作費の関係でぐっと縮小されるかもしれ

ない。セットも相当出てくるかもしれないし、

テレビドラマ化ということになりますと、しか

しその中でも矢口監督が言っているのは、東北

のあの美しい自然だ。それから、それをバック

にした長井線だと。そして、四季折々の風景だ

と。特に冬のところなんかは非常に感動した。

それから、東北弁だと。山形弁だ、置賜弁だと。

これにも感動したと。こういうことを言ってお

られるわけですから、この要素を入れていただ

きながら、テレビドラマ化まで引っ張っていけ

るように、ぜひこの私も微力を尽くしたいし、

蒲生議員からもぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

 以上です。 

○９番 蒲生光男委員 終わります。 

○大沼 久委員長 次に、順位４番、議席番号２

番 内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 私は去る９月８日の一般

質問でフラワー長井線を存続させ、中心市街地

の活性化を図るためにということで住んでよし、

訪れてよしのまちづくりを六つの項目について

質問し、それぞれ答弁をいただいたわけであり

ますけれども、市営バスについて、またフラワ

ー長井線の利用拡大策としての全駅庭園化構想

についての議論が余り深められなかったという

ことで、一般質問に引き続きましてこの項目を

質疑させていただきたいというふうに思います。 

 また、もう１点、総合型地域スポーツクラブ

の検討という点で順次質問させていただきたい

というふうに思います。 

 まず、私はさきの一般質問で述べましたよう

に、このたびの議案第56号に反対するものでは

ありませんけれども、長井市には地域交通体型

における公共交通機関の位置づけが明確にされ

ていないのではないかといたしまして、その基

本方針をお伺いいたしました。 

 市長並びに企画調整課長からは長井市の道路

網を含めた地域交通体型の中でフラワー長井線

は高校生やお年寄りなどの重要な足であり、公

共交通機関の要と考えていると。しかしながら、

このたびの致芳・平野・公立置賜総合病院線の

市営バスの運行は以前から致芳・平野地区住民

の強い要望があったもので、今泉から置賜総合

病院のシャトルバスの見直しも含めて検討し、

利用者の利便を考えて考慮して提案したものと

いうふうに答弁があったと思いますが、そのよ

うに理解してよろしいか、もう一度市長にお伺

いしたいと思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 基本的にそのとおりであります。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ありがとうございます。

それを前提といたしまして、これから自分の考

えを述べさせていただきますが、今回の予算総

括質疑での質問趣旨というのは、フラワー長井

線を公共交通機関での地域交通体型の基幹に位

置づけるとしたら、地域交通体型を確立してい

くには我慢できる不便さと我慢できない不便さ

があるのではないかということを行政はやはり

市民にきちんと理解してもらうべきではないの
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かなというふうに思っております。市民にとっ

ての一番便利なことは、交通においてはやはり

Ｇａｔｅ ｔｏ Ｇａｔｅ、玄関から目的地の

玄関まで。これが一番いいわけでありますけれ

ども、残念ながらなかなかそうは現実的にはい

かないと。一番いいのはタクシーとかそういっ

たものですといいわけなんですが、かなり金額

的にかさむということがあって、今は鉄道フラ

ワー長井線があると。あとはバスは一部路線バ

スもありますけれども、この市営バスに頼らざ

るを得ないという状況なわけでありますけれど

も、結局、我慢できる不便さというのが、言い

かえればフラワー長井線があることによって、

とりあえず駅に行くには足がなくて不便かもし

れないけれども、行ったらその目的に近い駅ま

で行けると。その目的に近い駅まで行ったら、

そこからまたさらに実際の目的地まではまた不

便さを感じるわけでありますけれども、これが

フラワー長井線がなくなった場合、駅がないわ

けですから、何らかの方法で目的地に乗り継い

でいかなければいけないと。交通弱者、いわゆ

る高校生とか、お年寄りについては、その点、

今の長井は非常に厳しい状況にあるわけです。

私は企画調整課長の佐々木謙二委員の答弁でも

あったんですが、アンケート調査をこれからフ

ラワー長井線をやりたいと。そういう話があっ

たわけですけれども、アンケート調査をすると

同時に、やはり先ほど佐々木謙二委員から富山

県の高岡市の事例ですか、いわゆる市民への鉄

道が必要だということの啓蒙。そういったもの

を同時にやっていくべきではないのかなという

ふうに思っております。ですから、本当は鉄道

があることによって、とりあえずちょっと不便

だけれども、我慢すればきちんと目的地につけ

るんだと。ところが、この鉄道をないがしろに

してしまったら本当に大変なことになりますよ。

それを実際、子供がとか、孫が利用していない、

あるいは自分が利用しないから全然関心ないと

いう人が大分多いような気がしますので、ぜひ

市民に対する啓蒙を行政としてやっていただき

たいと思いますが、その点市長はどういうふう

に考えていらっしゃいますか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 これはぜひ行政も大いに力を入

れてやらなければいけないし、それから教育関

係者に、さっき渡部元議長が回っていただいて

いる、行政にも、議会にも呼びかけられたわけ

ですが、そういった運動もありますし、今まで

もＦＮの会もありましたし、それからやはり今

後も粘り強く市民の皆さんに行政としてやれる

ことをしっかりとやっていきながら、やはり住

民の皆さんのパワーをいただかないと、なかな

かこれは永続的な存続というふうにはならない

わけですから、その具体的な提案も含めて実現

できるように前進させていきたいと思います。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 先ほどの佐々木謙二委員

からの質疑で大分フラワー長井線については私

が聞きたいことも大分聞いていただけましたし、

できるだけ省略して進めていきたいというふう

に思っておりますが、今後、市営バスをまたさ

らに、３路線が今度できるわけですけれども、

見直しも含めてどういうふうな市営バスの運行

がいいのかなというようなところが、やはりも

う少し議論をしてかなければいけないのではな

いかなと私は思っています。 

 それで、やはりフラワー長井線を基本として、

市営バスというのは２次交通に徹するべきだと。

ですから、あくまでも同時並行的に走るのでは

なくて、例えば、中央地区で言ったら南北線は

できるだけ走らないと。東西線をメインとして、

きめ細かくそれこそ各町内に必ず１カ所停留所

があると、また、観光スポットもそれに入れる

と、もちろん病院も入れると、公共施設を入れ

ると。そういうようなきめ細かい、やはりワン

コインで乗れるようなバスというのが本当は必
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要なのではないのかなと。この点やはり主管課

の企画調整課なんかにも確認しますと、実際、

それだけの需要があるのかどうかわからないと。

今でも赤字なのにやってしまったら、またさら

に赤字になったのでは困るしと、どう思います

かと逆に聞かれるんです。私はやはりこれはマ

ーケティングしないとだめなんでしょうけれど

も、むしろ必要なのはマーケティングというよ

りも需要の掘り起こしなんじゃないかなと。で

すから、フラワー長井線を使って病院に行くと

か、買い物に行くとか、そういったような誘導

の仕方として、やはり市営バスを考えていくと

いうふうなことが大切だと思いますけれども、

この件に関して企画調整課長どうでしょうか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 今回の路線バスの見直

しにつきましては、西根のバスを参考にいたし

まして、どういったニーズでバスを利用される

方が多いのかというのをもとにいたしまして、

バスの空白地域の方々に通院のためにバスを走

らせるというような視点で今回は運行をさせて

いただいております。 

 今までの運行の経験上、そういったニーズは

わかってきておりますけれども、観光地へ行く

ための２次交通としてのニーズなり、あるいは

フラワー長井線を利用するための駅へのアクセ

スとしてのニーズがどのくらいあるかというの

はまだわかりませんので、今回のバスで一応伊

佐沢地区を除きまして全地区を走ることになり

ますので、傾向を見ながらどういった対策がい

いのかというのを、これからも考えていきたい

というふうに思っております。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 再度、企画調整課長の方

にお伺いしますけれども、これから検討してい

ただくということなんですが、例えば、今の市

営バスというのはスタートが結構８時台ですよ

ね。フラワー長井線の本来、利用者なんでしょ

うけれども、私の地元の今泉なんか見てみます

と、随分長井方面から自家用車で今泉まで送っ

てこられる方が多いんです。たまたらフラワー

長井線に乗りおくれたのかどうかわからないん

ですけれども、恐らくそのうち想像するに、フ

ラワー長井線の例えば長井駅まで遠いんじゃな

いかと。車でやはり五、六分かかると。だった

らついでにもう今泉まで送ってやるわというケ

ースが多いのではないかなと思うんです。 

 例えば、この市営バスも普通の例えば、都バ

スみたいに朝の６時台から、いわゆる通勤、通

学の人にも対応できるような、そういったこと

も必要なのではないかなと思います。 

 あと、観光についてはどれだけ利用者がいる

かどうかわからないということですが、今の段

階ではほとんどいないと思います。ただ、前回

の一般質問で資料として商工観光課から配られ

たまちなか散策ガイドですか。あれの資料なん

か見ますと、それなりの受け入れ体制を整えれ

ば、知らないだけで観光客もまちなかを散策し

たいと、してよかったというようなニーズなり、

感想があったわけです。ですから、今後の課題

としてぜひ観光、それから特に通学の高校生と

か、その辺も視野に入れた路線も検討をいただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 バスの車両の台数の問

題もありますので、全部ができるというわけで

はありませんので、できるだけニーズには対応

できるような路線の修正でありますとか、運行

時間の修正というのは考えたいというふうに思

っております。 

 ただ、早朝なり、通学時間に合わせましたバ

スの運行をという話でありましたけれども、現

在のバスの運行につきまして、８時から４時過

ぎまで運行しておりまして、それでも８時間を

超えるというような状況で運行をいただく予定

になっております。もう少し早い時間なり、遅
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い時間の運行をとなりますと、運転手の体制等

も含めて、少し大きい見直しが必要なのかなと

いうふうに考えております。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 その運行については、例

えばことし教育委員会の方で長井南中のスクー

ルバスを委託しましたけれども、あれは日中何

もしていないですよ。朝晩だけですよ。でも、

それだけでもちゃんと人は対応できると思うん

です。ですから、やはりどういうふうにしたら

一番市民にとって便利だし、不便の中で便利だ

し、フラワー長井線の利用者がふえるかという

視点で発想を転換してもらいたいなという感じ

がするんです。そういうつもりでおっしゃって

いるのではないかもしれませんけれども、私か

ら見れば、フラワー長井線が基幹の交通機関だ

とおっしゃるんですが、そうではないのではな

いかと。やはりバスはバスで考えているなとい

う感じがしますので、例えば、これから来年度

以降のフラワー長井線の赤字の対策について、

やはりフラワー長井線の筆頭株主であります県

の方から具体的にいろいろお金もいろんな面で

支援していただくわけですけれども、地元の長

井としてその部分が誤解されないように、ぜひ

今後、慎重にという言い方はおかしいかもしれ

ませんけれども、これからの路線については、

ぜひそういった前向きに、フラワー長井線を中

心に組んでいただきたいと思います。これは答

弁要りません。 

 次の（２）に入ります。フラワー長井線と中

心市街地のまちなみを観光交流の核とすべきで

はないかという点について入らせていただきま

す。きょう資料を委員長の許可を得ましてつけ

させていただきました。一つは山形県の主たる

観光地の客数ということで、これは15年、16年

の観光物産課の資料。これを私が拾いまして自

分がつくった資料なんですが、これを見ますと

15年度、これ16年度の８月発表のものなんです

が、実数で3,660万人いるんです、山形県の観

光客というのは。観光地類別というのはこれは

項目順なんですけれども、一番多いのが名所旧

跡観光地と、次に温泉観光地というふうになっ

ていまして、驚くことに名所旧跡で一番多いの

が米沢の上杉神社周辺の史跡なんです。総延べ

客数で207万8,000人。うち県外客が144万3,000

人と県内客が63万5,000人ということで、この

数字のトリックなのかなというふうに思ったり

もするんですが、実態だなというふうにやはり

いろいろ調べましたら思いました。 

 あと温泉地も近くの赤湯、小野川、白布はや

はり10万、20万ということで少ないんですが、

上山、天童、蔵王に至っては100万から150万と

いう観光客が山形県を訪れているという実態で

あります。そんなことと、あと裏側に東京ガー

デンジュエリーという、これ東京都で今開催中

の都がやっているイベントなんですけれども、

この記事。それと美しいまちづくりということ

で、自治体の報告、小布施町長の報告。これは

ガーデニングのために、ちょっと長いんですが、

特にお願いいたしまして資料をつけさせていた

だきました。山形県にどれだけ観光客が来てい

るかということと、ガーデニングに対するぜひ

理解を深めていただきたいということで資料を

つけさせていただきました。 

 それで、私はさきの一般質問の中で、やはり

ガーデニングが長井のまちづくり、まちおこし

の有効な手段になるのではないかという趣旨の

提案をいたしました。フラワー長井線の全駅公

園化構想というのは、そのガーデニングという

ものに基づいた考え方だと。ですから、どうし

てもガーデニングと言いますとなかなかぴんと

来ないと。あやめ公園とか、つつじ公園という

花観光について我々身近なわけですけれども、

ガーデニングについてはわからない人が多いの

ではないかなというふうに思いますが、市長に

お伺いしたいんですけれども、このガーデニン
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グが私は長井市のこれからのまちづくりにぜひ

必要な要素ではないかなというふうに思います

けれども、市長はどのように考えられますか。

見解をざっくばらんで結構でございますのでお

願いします。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 内谷さんはもうガーデニングに

ついてはプロフェッショナルで勉強していらっ

しゃるわけでありまして、この小布施町の報告

等もぜひ私はもっと勉強させていただきたいと

思いますが、今やはりガーデニングをまちおこ

しにしよう、それはまた新しい住宅、あるいは

改装するたびにそのときにはガーデニングをち

ゃんと考えてやろうというのが非常に主流にな

りつつあると。そういった意味では私は着想と

してそういう時代に入ってきたのかなというふ

うに私も思っております。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 この小布施町の資料はち

ょっと補足して説明いたしますと、平成13年に

全国12市町で全国ガーデニングサミットという

組織ができたんです。この中で小布施はもちろ

ん長井市とフラワー友好都市で提携を組んでい

ます宝塚とか、あとは北海道の由仁町ですとか、

そういったハーブですとか、ガーデニングの公

園を持っている、あるいはこれからガーデニン

グで町おこしをしようとしている市町村が加盟

しているわけなんですけれども、ちなみにこの

小布施は平成15年に第３回目で開かれたという

ことなんです。 

 私はガーデニングというものを観光サイドで

も構いませんけれども、ぜひ取り組んでもらい

たいと。ガーデニングのよさは、この小布施の

資料でも書いてありますけれども、まず単なる

見るだけではなくて、参加型のいわゆる花観光

だと。フローラルガーデン小布施というのがあ

りますけれども、これは目的が観光客に来ても

らおうという目的もあるんですが、ガーデニン

グの技術を取得したり、あるいはデザインとか、

そういったものを学ぶための一つの展示施設み

たいな格好でつくったんです。それが、どんど

ん広がってオープンガーデンということで、自

分の庭にいわゆる西洋風のガーデンをつくって、

それを一般市民に開放すると。それが小布施が

60カ所あるということで、観光客が特にガーデ

ニングに興味がある人たちが、そこにそれぞれ

訪れて、そして単なる見るだけではなくて、オ

ーナーと話をしたり、この技術はどういうふう

にしてやるんですとか、カットですとかそうい

ったことを聞きながら、交流も深めるといいま

すか、そういう部分までつながるのではないか

なというふうに思っています。 

 商工観光課長の方にお伺いしたいんですけれ

ども、これから長井の現在、花観光というのが

あるわけですけれども、そのあやめ、つつじ、

萩、それから桜なんかもありますけれども、そ

の現状とあと観光全般についてどのような課題

があるか、簡単で結構でございますので答弁を

いただきたいと思います。 

○大沼 久委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 内谷委員のご質問にお

答えをいたします。ただいま内谷委員からもご

ざいましたように、長井市にはあやめ公園、つ

つじ公園、久保桜、草岡の大明神桜といった大

変すぐれた観光資源が多いわけでございますが、

ただ残念なことに通過型の観光になってござい

まして、なかなか滞在して回っていただくとい

うふうな状況にはなっていないというふうに考

えております。これからはやはり１カ所の点の

観光から、線、面といった形で、より広く動い

てもらうといいますとか、歩いていただけるよ

うな観光施策が必要になっていくのかなという

ふうに思っております。 

 そういった中で、例えばあやめ公園に来られ

た方に対しまして、まちなかを散策していただ

くような街路事業なども実施してまいりました。
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このアンケート調査結果につきましては、先日

皆様方のお手元にお配りいたしましたが、大変

好評でございました。そういったことから考え

ますと、これからはできるだけ町中を歩いてい

ただく、あるいはフットパスの整備によって、

長井の豊かな自然の中を歩いていただくという

ふうなことが必要なのではないかなと考えてお

ります。 

 あわせまして、そこの場で食事や休憩をして

いただくといったことを通じまして、長井のよ

さというものを一層アピールできるのではない

かなというふうに考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ありがとうございました。

まさにそのとおりだなというふうに私も思いま

す。それで、私のこの題目にありますフラワー

長井線と中心市街地のまちなみを観光交流の核

とすべきという点につながってくるわけなんで

すが、やはり点だけではだめだと。やはり線か

ら面にしなければいけないと。特に今、建設課、

それから商工観光課、企画調整課とあわせまし

て、街路事業なりこれからの中央地区の中心市

街地の活性化策を模索しているわけなんですが、

長井の場合はよく言われるのは、国の省庁など

に言ってもいわれるのは、長井市は中心市街地

を活性化しようとするんだったら、まずきちん

とした活性化ビジョンが必要なんじゃないかと。

中心市街地の基本計画を、まちづくり計画をつ

くらなければいけないのではないかとよく言わ

れるんですが、いまだに中心市街地活性化基本

計画、これつくっていないんですけれども、こ

れぜひ早急に街路事業をこれから進めるわけで

すので、並行してでもしようがないと思います

けれども、策定すべきだと思いますが、どのよ

うに考えておりますか。商工観光課長にお伺い

します。 

○大沼 久委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。

中心市街地活性化基本計画策定の必要性につい

てのご質問ですが、これはいわゆる中心市街地

整備改善活性化法により、市町村が一定の条件

を満たす区域を中心市街地と定めるとともに、

中心市街地の活性化のための方針や目標、実施

する事業に関する基本的な事項等を内容とする

基本計画でございます。こういった基本計画を

策定することによりまして、各省庁の支援メニ

ューを活用することが可能になるということは

内谷委員のご指摘のとおりでございます。 

 市といたしましても、中心市街地活性化基本

計画の重要性については十分認識しております

し、第４次基本計画の中でも中心市街地活性化

推進機関を設置いたしまして、中心市街地の機

能や整備方則について検討することといたして

おります。 

 今後は本町中央まちづくり協議会や、長井ま

ちづくりＮＰＯセンターなどの市民の皆様のお

話をお聞きいたしまして、策定に向けた準備に

取り組んでまいりたいというふうに考えておる

ところでございます。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 私も全くそのとおりだと

思います。ぜひ中心市街地の活性化基本計画を

策定すべきだと思いますが、やはりお金もかか

ります。そこで、ちょっと市長にお伺いしたい

んですけれども、私、今回のこの部分の質問で

は、フラワー長井線の全駅公園化構想、これは

漠然としたもので、事業主体もまだはっきり定

まっていないわけでありますけれども、まず一

つはガーデニングという切り口、そして中心市

街地と長井駅というのは隣接しているわけです

から、街路事業で一番求めているのは、とにか

く多くの人に町に来てもらうことだと。それは

買い物客、地元客ももちろん、観光客も含めて

だということです。私、先ほどの資料の中で、
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隣の米沢に県外客が年間140万人以上来ている

んだと。そのお客さんの大部分がケース・バ

イ・ケースもあるんでしょうが、上山ですとか、

あるいは地元の小野川、白布、赤湯あたりに泊

まるお客さんも多いわけです。そうすると、ち

ょっと足を延ばせば、フラワー長井線で長井ま

で来れると。それによって140万人のうちの例

えば10分の１で14万人ですよね。ですから、そ

ういったこれ決して無謀ではないなというふう

に私は思うんですけれども、市長に今後の長井

の観光といいますか、どのように考えておられ

るか。非常に漠然とした質問なんですけれども、

あと中心市街地の活性化基本計画、この必要性

も含めて答弁いただきたいと思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 まず、中心市街地活性化基本計

画につきましては、やはりこの計画をしっかり

と立てて、それから各省庁のメニュー等も見て、

やれることは、取り入れるべきことはそこで取

り入れるということにした方がいいことは当然

でありますから、これはまずこの財政再建５カ

年計画がことしが一番の山ですが、少し明るさ

が見えてくる。余り置いておけないなと。これ

は担当課もぜひやりたいと言ってきております

から、私も真剣に予算化についても相談に乗っ

ていきたいというふうに思います。そういった

中心市街地の活性化計画等も踏まえながら、今

現実に本町がこうやっている。それから、若い

皆さんが観光の交流のまちづくりで頑張ってい

らっしゃる。そういう皆さんをしっかりとご意

見を伺いながら、やはり長井のフラワー長井線

というのが一つあるわけですが、やはりレベル

アップというんですか、そういうことをこれか

ら考えていかなければいけないのではないかと。

魅力をアップするということですか、そういっ

たことが大切なのではないかと。 

 しかし、もう一つはやはりもてなしというか、

おもてなしの心ということでありますから、市

民の皆さんとともに、よそからお出でいただい

た皆さんが声をかけられて、いろいろ親切にし

てもらって、お茶１杯飲んで話をしてよかった

と、もう一度来てみようかというふうになるよ

うなおもてなしの心もソフトとしては非常に大

事なわけですから、そういった全体のことを考

えていかなければいけないなと思っております。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 大変前向きにご答弁いた

だきましてありがとうございます。やはり市長

おっしゃるようにホスピタリティーといいます

か、それがまず一番大切だなと。町に人を受け

入れる際には、それが一番大切だなというふう

に思います。結局は長井ファンをふやすと。リ

ピートのお客さんをふやさないことにはしよう

がないのではないかなと私も思います。 

 それで、ちょっと少し外れるんですが、先ほ

ど蒲生光男委員の方からスウィングガールズの

応援隊についてお話ありました。私はこういう

観光、あるいは全駅公園化構想なんかもそうな

んですが、やはり何事もスピードとやはりどこ

でもやっていないという部分を発見したらすぐ

とにかく取り組むことだなというふうに思って

いるんです。それで特にスウィングガールズに

ついてはずっといろいろ議論を私も聞いており

ましたけれども、全くそのとおりで、一つ私の

方からもアイディアを出させていただきたいと。

それはスウィングガールズ応援隊の方にこれか

ら会合があるということですので、まだどこで

もやっていないと思うんですが、ぜひ長井スウ

ィングガールズという組織をつくったらいいの

ではないかと。若い、高校生は難しいかもしれ

ませんけれども、女性15人ですか、それから男

の子が１人。それと同じ格好で、まだどこでも

つくっていないはずですから、早くつくった方

が勝ちですよね。話題性づくりというのはやは

り必要なのではないかというふうに思いますの

で、これどなたにお願いしたらいいかわかりま
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せんが、市長はビクターの社員でいらっしゃっ

たわけですから、その辺どうでしょうか、その

辺のアイディアというのは。もしあれでしたら、

市長部の方からご感想をお聞きし、ぜひどなた

かに支持をしていただければなと思いますがい

かがでしょうか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 アイディアは大賛成です。ただ

やはりビックバンドをつくるためにはやる人た

ちが必要ですよね。吹奏楽は工業高校、長井高

校もやっているわけですから、私はそういう皆

さんの中でやるんだったら割とできるのではな

いかと、すぐ。これはでもお願いするとしたら

教育長だな。高校とか、中学校のあれで、長井

スウィングガールズをちょっとつくってみよう

かというような、それとやはり商工会議所にも

相談しなければいけないでしょうし、あやっか

に集まるまちづくりの皆さんにも相談したいと

思いますが、すぐつくれるのはやはりそういう

演奏できる皆さんですから、それはやはり高校

とか、中学校の吹奏楽部にお願いするというこ

とは可能だしおもしろいと。一つ検討してみて、

大丈夫だね、教育長。大丈夫だそうですから、

よろしくお願いします。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 どうもありがとうござい

ます。教育長の方もぜひご検討いただきたいと

思います。 

 それでは、次のフラワー長井線沿線の花いっ

ぱい運動の推進とフットパスの整備ということ

について質疑させていただきます。 

 先ほどからガーデニングの話をしております

が、実は平成９年に農林水産省の外郭団体があ

りまして、この都市農山漁村交流活性化機構と

いう団体があるんです。この中にガーデン研究

会というのが発足しているんです。ガーデニン

グ産業が非常に有望であるということを農林水

産省自体で将来性を理解して、こういう組織を

つくってもらったわけですけれども、農林課長

にお伺いしますけれども、現在の長井市のガー

デニングといいますか、花卉産業があるかと思

いますけれども、ガーデニングの実態をわかる

範囲で結構ですから、それと今後どういうふう

な取り組みを検討されるとしたらその辺をお伺

いしたいと思います。 

○大沼 久委員長 梅津和士農林課長。 

○梅津和士農林課長 内谷委員のご質問にお答え

したいと思います。委員おっしゃるように長井

市内の花卉産業と言われるものはあるわけでご

ざいますけれども、その大部分につきまして、

やはり花とか、緑化とか、園芸というふうなの

に特化した産業であるというふうに私は思って

おります。私個人的にはガーデニングについて

の認識が不足しておりまして、産業としての将

来性というようなのを分析するのにはちょっと

勉強不足な点がございますけれども、委員おっ

しゃられた活性化機構のホームページを早速見

させていただいたり、ご紹介いただいた文献に

ついて読ませていただいたりいたしますと、や

はり今後は取り組みを検討すべき事項ではある

というふうには認識しているところでございま

す。 

 また、活性化機構のホームページを開きます

と、グリーン・ツーリズムの方が大きくちょっ

と取り上げているようなところがございました

ので、このグリーン・ツーリズムにつきまして

は、商工観光課も同じですけれども、山形県と

してひとつグリーン・ツーリズムの運動を展開

しておりますので、これにつきましても積極的

に県としても取り組んでおりますので、今後と

も動向について注目させていただきたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ありがとうございました。

なかなか具体的にどう進めるかというのは難し
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いと思いますが、そういった視点を持ちながら

進めていただきたいというふうに思います。 

 ３時になりますが、１点だけもう一度農林課

長にお伺いします。市報の９月15日号にも掲載

されておりましたけれども、特定非営利法人で

すか、ＮＰＯ置賜サロンでフラワー長井線沿線

を花で飾って利用拡大につなげることを目的と

いうことで、沿線の耕作放棄地、あるいは転作

地などに菜の花を植えようと。それを咲かせて

くれる人を募集しますというようなことが載っ

ておりました。この取り組みについては、菜の

花ということについては、一般質問で渋谷佐輔

議員の方から菜の花プロジェクトという話があ

りましたけれども、これと関連しまして行政サ

イドとして、これは転作がらみになると思いま

すが、例えば、転作の振興作物ということで奨

励することができるかと思うんですが、この辺

いかがでしょうか。お伺いします。 

○大沼 久委員長 梅津和士農林課長。 

○梅津和士農林課長 お答えさせていただきます。

フラワー長井線の利用拡大のために沿線に菜の

花を植えようという取り組みについては大変よ

いことだというふうに思っております。今、委

員のおっしゃったご質問につきましては、菜の

花プロジェクトの関連事業として、転作サイド

から振興作物等で行政支援をできないかという

ふうなご質問だと思います。 

 さきの渋谷佐輔議員の一般質問をかいりみま

すと、渋谷委員のお言葉をおかりしますと、プ

ロジェクトの会員は25名で、作つけ面積は26ヘ

クタールというふうなご発言があったというふ

うに記憶しております。 

 一方、転作ですが、ことしから生産調整とい

うふうなことになるわけですけれども、平成16

年度の共済細目書からのデータによりますと、

菜の花、菜種というふうな名称で転作をしてい

るわけですが、98アールございます。約１ヘク

タールでございますが、そのような転作の実績

になっております。さらに、それでは現在フラ

ワー長井線沿線にどれぐらいの生産調整の面積

があるかと。いわゆる転作面積が沿線にどれく

らいあるかというのを拾ってみました。そうし

ますと、長井市内ですけれども、今泉から白兎

境までの間で沿線の集計でございますが12ヘク

タールの面積が転作として実際行っているとい

うことがわかっております。 

 ただ、そのうち大豆につきましては８ヘクタ

ールと。大部分が大豆というふうなことになり

まして、大豆は現在でも産地づくり、昔で言う

転作奨励金ですが、産地づくり交付基準の主力

でありまして、10アール当たりの交付額につき

ましては１万円というふうなことになっており

まして、ちなみに菜の花、菜種ですけれども、

これは7,000円というふうな基準になってござ

います。 

 先ほど委員の方から振興作物というふうなお

話がありましたので、その辺の観点から申し上

げますと、長井市の水田農業ビジョンで定める

振興作物は現在10品目ございます。残念ながら

菜の花については含まれていないわけでござい

ますけれども、この振興作物の選定につきまし

ては、毎年水田農業の協議会、長井市水田農業

推進協議会で作物の選定をするというふうなこ

とになってございますので、何年間も菜の花が

振興作物になることはできないということでは

ございませんので、そういうことを検討させて

いただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○大沼 久委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は３時20分といたします。 

 

     午後 ３時０１分 休憩 

     午後 ３時２０分 再開 

 

 

○大沼 久委員長 休憩前に復し、会議を再開い
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たします。 

 ここで、先ほどの答弁の中に数字の違いがあ

ったそうでございますので、梅津和士農林課長

より答弁をさせます。 

○梅津和士農林課長 大変失礼しました。先ほど

の答弁の中で菜の花の作つけ面積でございます

が、26ヘクタールと言ったそうですけれども、

2.6ヘクタールの誤りでございますので、訂正

をさせていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○大沼 久委員長 それでは、内谷重治委員の質

疑を続行いたします。２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 次に企画調整課長にお伺

いしますが、現在、まちなか散策のフットパス

の路線、コースづくりを行っていると思います

が、案内板や看板などのサインをつくるという

ことのようなんですけれども、フットパスの楽

しみ方はいろいろあると思うんですが、そうい

う散策をしてまちなかの風景を楽しむというこ

ともあるんですが、健康増進という意味合いも

あるというふうに私は思っています。そこで、

フラワー長井線の沿線に新たにつくる必要はな

いと思いますが、やはり散歩できるコースをつ

くったらいいんじゃないかと。花を見ながら、

そして沿線の水田の花を見ながら、また駅々に

はやがてすべての駅に庭園ができるわけですか

ら、そして自分の体力に合わせて散歩すると。

そして、疲れたらフラワー長井線でまた戻ると

いうようなコースも考えられると思いますが、

こういったことをぜひ検討していただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 現在のフットパスでご

ざいますが、主に最上川の河川敷を中心にコー

スを設定させていただいております。河川敷だ

けでは長井市の魅力を十分に味わっていただけ

ませんので、まちなかのルートも含めまして、

フットパスのコースを設定させていただいてお

ります。 

 フットパスのコース設定につきましては、必

ずしも行政側なり、地元の人がコースをつくら

なければならないというものではありませんの

で、フラワー長井線沿線の魅力のあるルートで

あれば、地元の方が自主的に歩かれるという形

で、自然とフットパスのコースができるという

こともあるかと思います。また、菜の花プロジ

ェクトにあわせまして、沿線にちょうどよい見

て楽しい、あるいは歩いて楽しいという環境が

できましたら、皆さんの人気も出てくると思い

ますので、そうした際はどういう対応をすべき

かというのをもう一度検討させていただきたい

というふうに思います。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ぜひ新たな投資をすると

いうことではなくて、コースづくりをすればい

いかと思いますので、そのことも念頭において

ぜひ今後進めていただきたいというふうに思い

ます。 

 次に、時間もないので、急いで質問いたしま

すけれども、街路事業の推進と景観協定、それ

から建築改修補助制度の検討ということについ

て、建設課長からお伺いしたいと思います。 

 私はただいまずっとお話ししましたように、

フラワー長井線の活性化と中心市街地の活性化

というのは、一体に進めるべきだというふうに

思っています。街路事業がことし調査費がつい

たということで、これから対象地区の住民、地

権者、それから商店街の皆さんといろんな話し

合いをしながら進めていくのだと思いますけれ

ども、まず簡単で結構ですからどんな状況なの

か、今後の進め方についてお伺いしたいと思い

ます。 

○大沼 久委員長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。委員が

お出ししました本町の街路につきましては、主

要地方道長井大江線ということで県道になって
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おります。事業主体は山形県となるわけですけ

れども、街路事業採択に当たりましては、まち

づくり協議会の設立やまちなみ協定を締結する

など、中心市街地の活性化が図られるまちなみ

計画を策定することによって評価されまして、

事業化に進めるということになると思います。

現在は本町中央まちづくり協議会として設立を

図るため、本町北、本町南、及び栄町の地区役

員や商業者などで発起人会を組織しまして、10

月末には設立総会を開催すべく準備を進めてい

るところであります。 

 以上です。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 これから実際どのような

町並みにするか話し合いがもたれるのだと思い

ます。ただいま課長からお話ありましたように、

景観協定も同時進めるということでありますが、

ぜひ今回の街路事業の地域だけではなくて、そ

の隣のあら町、あるいは宮地区の大町とか、高

野町、十日町とかそういったところにも大変い

い建物もあったり、古い長井ならでわの商家の

たたずまいなんかもあると思いますので、ぜひ

景観の協定を全体的なものとしてとらえていた

だきたいということ１点と、それからその建物

もやはり人に見ていただくには随分傷んでいる

なというふうに思われる建物がいっぱいあるん

です。非常にいい建物なんですが残念だなと思

っています。産業建設常任委員会の行政視察を

昨年、ことしと景観関係で勉強してまいりまし

たけれども、そういう観光客が集まるような町

は、やはりある程度建物についての補助制度、

あるいは融資制度とそういったものも設けてい

るようです。ぜひ長井でもそこも含めて今後検

討をいただきたいと思います。景観協定のこと

と、それから補助、融資制度について、どのよ

うに考えておられるか建設課長にお伺いします。 

○大沼 久委員長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 本町中央地区まちなみ計画

などを策定をこれからするわけですけれども、

当然市街地全体のまちづくりも検討しなければ

ならないというふうに思っております。今後、

関係課と調整しまして、全体のまちづくりを検

討する場を、組織をつくりたいというふうに考

えております。 

 また、後段の方の融資制度でありますが、そ

ういった全体のまちづくりを検討する協議会的

なものの中で、これから議論していきたいとい

うふうに思いますが、長井市の中心市街地には

歴史的な貴重な建物が多くあるということもた

だいま委員がお話ししたとおりであります。当

然、保存する計画についても欠かせないものと

思っております。 

 しかし、もてなしのまちづくりなど、観光地

としてのまちづくりを基本的には民間活力によ

って活性化を図るということが大事だと思いま

すので、それを基本にしながら、ただいま委員

の方からご提案あった制度についても、今後も

議論していきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 どうもありがとうござい

ました。ぜひ商工観光課、企画調整課と歩調を

合わせながら、それ以外にもいろいろ関係各課

調整をとらなければいけないと思いますが、中

心市街地活性化基本計画のことも含めて、ぜひ

前向きにいろんな意味で検討をいただきたいと

いうふうに思います。 

 それでは、次に大きな２番目になります。総

合型地域スポーツクラブの検討について質問を

させていただきます。 

 次年度以降、来年度以降、市の体育協会並び

に体育指導委員会、それ以外にもいろいろ保健

体育費の中で補助金、助成金というのがあるか

と思いますけれども、今年度は大分そういった

経費が昨年から比べて削減されたと思います。

ゼロもしくは半分以下になったというところが
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あると思いますけれども、昨年と比較した実態

を改めてお伺いしたいと思いますので、文化生

涯学習課長にその点をお伺いしたいと思います。 

○大沼 久委員長 平 進介文化生涯学習課長。 

○平 進介文化生涯学習課長 お答え申し上げま

す。今年度の保健体育費の補助金、委託料関係

ですが、体育協会関係ではすべての補助金、委

託料がゼロとなりました。内容ですが、運営費

補助金32万4,000円、夏季総合体育大会委託料

54万円。これは26加盟団体のうち、あやめ大会

として16競技団体が実施するための委託料でし

た。また、社会体育推進事業委託料133万6,000

円。これは少年団、中学、高校、一般選手、そ

してチームの競技力向上を図るための強化費や

体育協会会員や市内の児童生徒などが県代表と

して東北大会や全国大会などに出場したときの

激励として支出していたものであります。 

 次に、市体育指導委員会補助金５万1,000円、

市女性スポーツ団体活動費補助金８万5,000円

も全額カットとなっております。 

 あと、スポーツ少年団関係ですが、平成15年

度は29単位団の運営費補助金として122万8,000

円の予算でしたが、今年度は単位団を育成する

育成費補助金がカットされまして、団員、指導

者を育成する事業費として新たに60万円が予算

化されたというふうな実態でございます。 

 以上でございます。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 今お伺いしたら本当にほ

とんど削られたということのようなんですが、

実際助成金がなくなったり、補助金がなくなっ

た団体では実態として今年度どのような対応を

して活動をなさっているのか、その辺、把握を

されておりましたら文化生涯学習課長にお伺い

したいと思います。 

○大沼 久委員長 平 進介文化生涯学習課長。 

○平 進介文化生涯学習課長 女性スポーツ団体

連絡競技会や体育指導委員会等では、昨年補助

金等の削減があるというふうな状況を得た時点

から事業の縮小を図って、繰り越しを多くした

り、経費の節減を行って、今年度の予算を確保

しながら活動を行っているというふうな状況で

す。 

 体育協会につきましては、平成15年度予算額

220万円が今年度全額減額というふうになりま

したことから、選手強化費を設けなかったり、

激励金なども減額するなどして工面をしている

状況です。 

 ことしの夏季総合体育大会につきましては、

各競技団体におきまして参加料の値上げやスポ

ンサーの確保などをしていただいて、例年開催

の16団体全部があやめ祭り期間中を中心に開催

をしていただきました。体育協会の長井市スポ

ーツ振興基金、以前も議会で話題になりました

が、いわゆる賛助会費の中から、今年度は100

万円を繰り入れながら厳しい状況に対応すると

いうふうな状況です。この賛助会費についてで

すが、平成15年度の決算では324人の個人、団

体から120万6,000円の会費をちょうだいしてお

ります。その中で、体育協会加盟者自身が負担

している分というのが、人数割合で85％、金額

の割合では72％というふうな状況でございまし

て、ほとんど体育協会加盟関係の方々が拠出し

ているいわば内部基金というふうな性格が強い

ように思われます。 

 以上でございます。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 昨年度の繰り越しと経費

節減といいますか、かろうじて運営されている

各団体の実態というのは今伺い知ることができ

たわけでございますけれども、次年度以降、こ

の補助金とか、委託料のあり方について、主管

課長としてどのように考えておられるか、簡単

に、簡単にというわけにいかないんですが、時

間もないので手短にお答えいただきたいと思い

ます。 
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○大沼 久委員長 平 進介文化生涯学習課長。 

○平 進介文化生涯学習課長 今年度から始まり

ました第４次長井市総合計画でもスポーツの振

興を掲げておりまして、その推進を図るために

市直轄で行えない部分については、体育協会な

どに委託しながらやっていかなければならない

というふうに思っております。時代を担う青少

年の心身ともに健全な育成を図る上で、スポー

ツは欠かせないものというふうなことでもあり

ますので、その青少年を指導するスポーツ指導

員、コーチの育成もまた重要であるというふう

に考えております。 

 今年度は特に中学生の活躍については目を見

張るものがあったということで、この活躍につ

きましては、スポーツ少年団の連携と選手指導

者、そして関係者の日ごろからの努力の賜であ

るというふうに考えておりまして、同時に体育

協会各競技団体の強化事業の成果でもあるとい

うふうにも考えております。 

  今年度につきましては、厳しい財政を乗り切

るために補助金等の見直しによりまして大幅な

削減となりましたが、本来行政としてしなけれ

ばならないところにつきましては、関係団体に

委託料としてお願いし、また各団体の事業に係

る分については事業費補助として財政当局にし

っかり予算を要求しながら、生涯スポーツ、競

技スポーツの振興を図らなければならないとい

うふうに考えております。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 今、平 進介課長がおっ

しゃったように、ことしは市政50周年というこ

とで、余り明るい話題が市内になかったんです

が、子供たちの小中学生の活躍が目立って、本

当に明るい話題だったなというふうに思ってお

ります。しかしながら、全国大会に四つの種目

が出場できたと。かつてない好成績だった要因

というのは、今までの積み重ねだったのではな

いかなと。それをここで断ち切ってしまうよう

な、委託料のカットとか、補助金というのはい

かがなものかなというふうに思います。ここで、

市長の方にお伺いしたいんですが、ことしは財

政再建５カ年計画４年目ということで、公債費

もピークだったわけなんで、これは補助金の見

直しというようなことでこれはいたし方なかっ

たのかなと思いますが、むしろ来年からはゼロ

からもう一度あり方、委託料も含めて検討する

というような答弁、ことしの３月にいただいて

いたと思います。17年度の予算編成にあたって、

市長、どのような方針で望まれるか見解をお願

いしたいというふうに思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 市の体育協会や体育指導委員会

に限りません、これは。各種団体等への補助金

につきましては、行財政改革推進委員会の答申、

それから監査のご意見、非常に補助金の項目が

多いし、額も多いということを踏まえて、基本

的には運営費的な補助金は原則廃止と。それか

ら、事業費補助金は施策の目的遂行上、どうし

ても公益上必要があるという場合に予算の範囲

内で交付すると。なお、交付される補助金につ

いては、これからの成果を検証しながら毎年見

直しを実施していくというふうに申し上げてき

たと思います。 

 これから、なお現在業務の棚卸し等なども踏

まえながら、委託についてもしっかりと見直し

をして、この具体的な補助金につきましては、

来年度の予算編成の過程で全体的なバランスを

考慮し、見直して決定をしてきたいと思います。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ぜひ聖域ないわけであり

ますけれども、ことしの子供たちの実績という

ことも踏まえながら、ぜひご検討をいただきた

いというふうに思います。 

 では、次に総合型地域スポーツクラブの設立

推進というところでありますけれども、先ほど

文化生涯学習課長の方から話がありましたよう
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に、ことしは本当に子供たちの成績がよかった

と。これは単なる偶然ではなくて、いろんな積

み重ねがあるというふうに思います。これは子

供たちをサポートする体制が長井市はほかの地

域よりすぐれていたということに尽きると思い

ますが、その要因について時間もないんですが、

教育長から見解をお伺いしたいと思います。 

○大沼 久委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 お答えをします。ここ四、五

年長井市内のスポーツ少年団中学生が県・東北

ですばらしい活躍をしている要因として、私な

りに三つほど考えているところです。 

 一つはスポーツ少年団での指導の充実と体育

協会の支援が挙げられるのではないかなという

ふうに思います。中学入学のときにルールから

教えなければならないそういう競技は県では今

は太刀打ちできない状況ですし、体協からの激

励金とか強化費は頑張っている選手にとっては

励みにもなり、選手強化には大変役立ってきた

というふうに考えています。 

 二つ目は、指導体制の充実と指導者の情熱が

挙げられると思います。スポ小とかクラブチー

ムの指導者との連携を図りながら、校長を含め

た複数の指導者が子供たちの能力に合った指導

体制を整備して、情熱を持って指導している部

についてはそれなりの成果を上げています。 

 三つ目ですが、地域、保護者のバックアップ

があると思います。勝つことがすべてというわ

けではありませんけれども、子供たちも勝ちた

い、親も指導者も勝たせたい。その願いが強け

れば強いほど頑張る子を育てているのではない

かなというふうに思っているところです。 

 以上です。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ありがとうございました。

私も本当に今の教育長の見解ごもっともだなと

いうふうに思います。最後の質問になります。

もっともっと質問したい項目があるんですが、

時間がありませんので最後に文化生涯学習課長

の方にお伺いします。 

 今、教育長の方から三つの要素を上げていた

だきました。この中でやはり１番目、２番目、

特に指導者体制とか、そういったものがこれか

らスポーツクラブ、子供たちの能力に応じた指

導体制が必要なのではないかなというふうに思

いますし、あと加えて大人からお年寄りまで、

自分の目的に合って健康増進ですとか、あるい

は技術を習得したいとかいろいろあるかと思い

ますが、そのためにはやはり総合型地域スポー

ツクラブということを前向きに進めていかなけ

ればいけないというふうに思います。 

 前に竹田前教育長からある一定の地区をモデ

ル地区として進めたいという旨の答弁を前にい

ただいておりますが、現在の進捗状況と具体的

なものがありましたらお伺いいたしまして、私

の質問を終わります。答弁をお願いいたします。 

○大沼 久委員長 平 進介文化生涯学習課長。 

○平 進介文化生涯学習課長 総合型地域クラブ

につきましては、文部科学省が策定しましたス

ポーツ振興計画によりまして、2010年までに全

国各市町村に少なくとも一つは総合型地域スポ

ーツクラブを立ち上げるというふうになってお

ります。長井市ではこれまでパンフレットを配

布したり、各スポーツ団体の説明会を行ったり

してまいりましたが、今年度につきましては具

体的に地区に赴いて説明会を開催するために、

来月、西根地区において県広域スポーツセンタ

ーや県体育協会から専門の方にお出でいただい

て、総合型地域スポーツクラブ創設に向けた説

明会を開催する予定でございます。 

 以上です。 

○大沼 久委員長 ２次に、順位５番 議席番号

11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 私は長井市の行財政運

営が誤りなく展開されることを祈りながら総括

質疑を行います。１点につきまして質問を申し


